






■今回のテーマ「高齢者介護における分担」に関する本を、ネットワークセンターの蔵書の

　中から情報部の福澤雅子さんが紹介してくれました。貸出しも行っていますのでご利用ください。

　　　　　　　　　　　「みんなの介護」シリーズ２
　　　　　　　　　　　男の介護＜４８歳サラリーマンの選択＞

　　　　　　　竹永睦男著　樋口恵子・堀田力監修　法研
　「介護の実態を直視して、介護する人、される人に真に役立つ情
報と介護のノウハウを分かりやすく提供する」ことを目的としたこ
のシリーズ。
　著者は独自のプランをつくり、「独りでがんばらない介護」を実践。
男の介護は、自分自身や「生と死」を見直す学びの場だったとの、
真摯な言葉に教えられます。

　あきらめないで、働きながらの介護術　　　　　　

　　　　　　　　　　　グループ・アミ編・著　現代書館
　女性が孤軍奮闘しての家族介護はもう限界。働きながら介護を続
けるには、「利用できるサービスはすべて利用しよう」「介護は女
性だけの仕事ではない。男性を巻き込もう」「手は出さず、口を出
す人たちからの批判は聞き流そう」など、介護する側もされる側も、
充実した人生を送るための情報・工夫・生き方への意志が満載。力
になります。　

　オトコの介護力　介護するのも男と女・介護されるのも男と女

　　　　　　　　　　　　　　稲葉敬子編・著　木場書館
　増え続ける要介護者に、介護による「家庭崩壊」といった事態も
起こりうる。この危機を救うのが「男の介護力」。現状を打破しよ
うとする探究心や論理的な行動力が介護される人の残存能力を引き
出し、前向きの介護につながっていく。技術と体力が要求される「身
体介護」はむしろ男性に適任という。自然体で介護する「いい男」
たちの姿にホレボレ。
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■市民活動センターから講座のお知らせがあります。会場はすべてむさ

　しのヒューマン・ネットワークセンター会議室です。応募方法など詳

　しくはそれぞれ市報でご確認ください。　

ライター入門講座
　　日時：平成15年２月17日、24日、３月３日、10日（すべて月曜日）
　　　　　午前10時～12時　４回連続実習講座
　　講座内容：「文章表現の技術を取得する」
　　講師：西村良平氏（日本エディタースクール講師）
　　定員：20名

男女共同参画セミナー
１：講座名：「女と男、共に生きる21世紀」
　　日時：平成15年１月17日（金）　午後２時～４時
　　講師：佐藤和夫氏（千葉大学教育学部教授）
　　定員：40名
２：講座名：「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）防止法ってどん
　　　　　　　な法律ですか？」
　　日時：平成15年３月14日（金）　午後２時～４時
　　講師：戒能民江氏（お茶の水女子大学生活科学部人間生活学科教授）
　　定員：40名
３：講座名：「多摩でＤＶを考える会の活動から～自分たちができるこ
　　　　　　　とからを合言葉に」
　　日時：平成15年３月19日（水）　午後２時～４時
　　講師：多摩でＤＶを考える会　
　　　　　代表　土方聖子氏（前日野市企画部女性参画推進室長）
　　定員：40名
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「
本
当
は
役
に
立
つ
こ

と
が
な
い
方
が
い
い
ん
だ

け
ど
ね
」
と
笑
う
中
村
さ

ん
は
、
東
京
消
防
庁
災
害

時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。

　
東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
救
命
講
習
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
っ
た

東
京
消
防
庁
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
班

長
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を

ま
と
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
知
識
や
技

術
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
は

幅
広
く
、
救
急
活
動
は
も
ち
ろ
ん
救
急
フ
ェ

ア
な
ど
で
の
P
R
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　
き
っ
か
け
は
自
転
車
事
故
と
の
遭
遇
。
た

だ
遠
巻
き
に
見
て
い
る
だ
け
の
人
達
を
見
て

「
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
５
〜
６
分
の
間
に

正
し
い
知
識
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
」
そ
う
思
っ
て
い
た

矢
先
、
当
時
発
足
し
た
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
知
り
、
早
速
応
募
し
た
。
平
成
７

年
、
阪
神
大
震
災
の
年
の
こ
と
で
あ
る
。
　

　
中
村
さ
ん
の
バ
ッ
グ
の
中
に
は
、
い
つ
で

も
防
災
グ
ッ
ズ
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
リ
ー
ダ
ー
以
上
が
持
つ
黄
色
い
腕
章
は
武

蔵
野
消
防
署
独
自
の
も
の
だ
。

　
「
い
ざ
と
い
う
と
き
、
登
録
証
だ
け
で
は

目
立
た
な
い
で
し
ょ
う
。
有
資
格
者
だ
っ
た

ら
安
心
し
て
頼
め
る
こ
と
も
あ
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
」

　
実
際
、
吉
祥
寺
で
目
の
前
の
お
年
寄
り
が

意
識
を
失
っ
た
と
こ
ろ
に
出
会
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
「
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
お
手
伝

い
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

気
が
付
い
た
お
年
寄
り
に
も
、
到
着
し
た
救

急
隊
員
に
も
安
心
し
て
も
ら
え
た
そ
う
だ
。

　
応
急
手
当
の
講
習
を
一
度
で
も
受
け
て
い

る
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な
い
で
す

む
。
「
消
防
署
そ
の
他
で
、
講
習
会
は
随
時

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
世
帯
で
は
心

肺
蘇
生
法
を
夫
婦
で
習
っ
て
お
く
と
い
い
で

す
ね
。
二
人
で
習
え
ば
お
互
い
助
け
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
」

　
中
村
さ
ん
は
昨
年
、
応
急
手
当
普
及
員
の

資
格
も
取
得
し
た
。
現
在
は
手
話
の
勉
強
も

し
て
い
る
。

　
「
若
い
人
ほ
ど
救
命
法
を
覚
え
て
ほ
し
い

し
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
で
き
る
救
護
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
は
と
て
も
便
利
な
包
帯
に
な
る
の
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
　
星
　
詩
子
）

身
近
な
も
の
で
で
き
る
救
急
を

　
東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
茂
美
さ
ん
　
58
歳
　
吉
祥
寺
南
町一般の電話はつながりにくくなります。

災害用伝言ダイヤル「１７１」を覚え
ておいてください。

レポーター・菊地一郎

　飯田さんは「福祉は人だと思う」と言
われた。法律もたびたび改正され、施設
も着々と造られたが、福祉にかかわる人
の十分な理解・認識がないと、福祉はた
ちゆかないということを改めて感じた。

◆
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
ど
ん
な
支
援
を
し
て

い
る
の
で
す
か
？

　
介
護
保
険
制
度
の
導
入
以
来
、
制
度
や
申
請
方
法

の
説
明
、
支
援
施
設
の
内
容
を
知
ら
せ
る
例
が
目
立

ち
ま
す
。
制
度
は
知
っ
て
い
て
も
、
手
続
き
が
わ
か

ら
な
い
人
、
面
倒
に
感
じ
る
人
が
多
い
の
で
、
役
所

の
窓
口
に
同
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
平
成
12
年
、

都
の
社
会
福
祉
基
礎
調
査
（
65
歳
以
上
対
象
）
で
は
、

該
当
の
独
居
世
帯
が
担
当
区
域
に
百
件
近
く
あ
り
ま

し
た
。
元
気
な
人
も
い
れ
ば
、
同
じ
敷
地
に
子
世
帯

が
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
す
ぐ
に
支
援
を
必
要
と
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
、
一
方
で
は
「
カ
ギ
が
か
か
り
、
食
事
を
届
け
ら

れ
な
い
」
と
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
連
絡
で
駆

け
つ
け
る
緊
急
事
態
も
。

　
独
居
高
齢
者
は
一
人
で
困
難
を
抱
え
込
ん
で
し
ま

い
が
ち
な
の
で
、
見
守
り
、
声
か
け
な
ど
、
適
切
な

ニ
ー
ズ
を
見
出
し
、
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
要
望
を
行

政
に
届
け
ま
す
。

◆
具
体
的
に
、
見
守
り
と
は
？

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
持
の
た
め
、
独
居
世
帯
名
簿
な

ど
無
い
ん
で
す
。
そ
の
ぶ
ん
日
頃
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を

は
り
、
最
近
見
か
け
な
い
な
、
と
い
う
人
が
い
た
ら
、

特
に
気
配
り
を
し
ま
す
。
電
話
、
葉
書
も
送
り
ま
す
。

ご
自
分
か
ら
絵
手
紙
で
近
況
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
っ

た
り
。
い
つ
の
間
に
か
心
が
通
い
合
う
の
で
す
ね
。

　
そ
ん
な
地
道
な
活
動
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
に
、

い
っ
し
ょ
に
見
守
る
協
力
を
お
願
い
し
、
地
域
に
孤

独
な
「
点
」
を
作
ら
ず
、
「
点
」
か
ら
「
線
」
に
つ

な
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
は
ど
ん
な
活
動
を
？

　
現
行
の
制
度
に
頼
り
切
り
で
は
な
く
、
制
度
を
賢

く
使
い
こ
な
し
て
楽
し
く
暮
ら
し
、
か
つ
意
見
も
言

う
こ
と
を
、
地
域
の
皆
で
課
題
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
意
見
は
意
識
の
向
上
へ
と
つ
な
が
り
、
や
が

て
福
祉
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
育
つ
で
し
ょ
う
。

　
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に
、
地
域
が
取
り

組
み
、
行
政
が
き
ち
ん
と
後
押
し
す
る
好
例
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
行
の
民
生
児
童
委
員
制
度
で
は
、

子
弟
が
市
内
公
立
校
に
在
学
中
は
原
則
、
就
任
で
き

な
い
と
い
う
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
若
い
世
代
も
男

性
も
、
地
域
福
祉
を
身
近
に
感
じ
て
積
極
的
に
参
加

し
て
く
れ
る
日
が
来
る
こ
と
に
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
　
藤
井
美
里
）

企画政策室　市民活動センター　男女共同参画担当

ＴＥＬ　0422（60）1869

ＵＲＬ    http：//www.city.musashino.tokyo.jp/

地
域
の
「
点
」
を
「
線
」
に
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
飯
田
　
香
さ
ん
　
72
歳
　
西
久
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
野
市
第
２
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

民
生
児
童
委
員
と
は
？

　
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
、
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
。
昭
和
23
年
施
行
の
民
生
委
員
法
に
よ
る
。
３

年
を
任
期
に
、
住
所
地
ご
と
に
担
当
を
持
ち
、
生
活
に
か
か
わ
る
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関
連
機
関
に

連
絡
を
図
る
。
対
象
は
一
般
世
帯
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
・
児
童
か
ら
高
齢
者
、
障
害
者
、
低
所
得
者
等
、
幅
広

い
。
現
在
、
武
蔵
野
市
に
は
百
名
弱
の
委
員
が
活
動
中
で
、
う
ち
７
割
強
が
女
性
。
定
期
研
修
会
や
自
主
的
な

勉
強
会
を
持
ち
、
行
政
と
連
携
す
る
と
同
時
に
、
個
人
情
報
を
堅
く
守
る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。

　

レポーター取材体験記レポーター取材体験記レポーター取材体験記

　
家
族
や
自
分
が
突
然
の
け
が
や
病
気
、
リ
ハ
ビ
リ
。
こ
の
ま

ま
介
護
に
結
び
つ
く
の
だ
ろ
う
か
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
、
誰

か
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
は
…
。

　
漠
然
と
不
安
が
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
、
民
生
児
童
委
員

制
度
。
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
、
気

軽
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
心
強
い
存
在
だ
。
連
絡
先
は
「
武

蔵
野
市
わ
た
し
の
便
利
帳
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
高
齢
化
で
、
地
域
に
根
を
下
ろ
し
た
介
護
支
援
が
模
索
さ
れ

る
中
、
市
内
西
久
保
で
30
年
連
続
し
て
委
員
を
務
め
る
飯
田
香

さ
ん
を
、
レ
ポ
ー
タ
ー
の
菊
地
一
郎
さ
ん
と
訪
ね
た
。

「
夫
の
闘
病
時
の
体
験
を
ア
ド
　

　
バ
イ
ス
に
生
か
し
て
い
ま
す
」

＊
東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
武
蔵
野
消
防
署
で
の
応
募
資
格
…
武
蔵
野
市
に
在
住
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
18
〜
65
歳
ま
で
の
方

　
　
武
蔵
野
消
防
署
防
災
係
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

　
　
T
E
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0
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1
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■ヒューマンネットワークセンターの詳しい情報は

　ホームページで閲覧できます。　

か
ほ
る

内閣府男女共同参画局で制定した「女性に対する暴力
根絶のためのシンボルマーク」です。ご存知ですか。


